
第８章 機器開発技術コア 
コア長・教授：松原英一郎 

コア主事技術職員:遠藤行男、技術職員16名、技術補佐員1名 
 

１.  はじめに 

 2000年（平成12年）4月1日に機器開発技術コアが発足し、2005年（平成17年）3月31日で5年が経過し

た。今回は前回の報告に引き続いて2004年度の活動経過を報告する。 

２.  本コアの目的および業務内容 

  本コアの目的は、研究者との緊密な交流を図り、即応性のある機器開発技術をもって、本所研究者からの依頼

に基づき主に研究機器の製作および研究試料を作成し、材料研究を支援することである。 

  そのため多くの機能を持つ機器（数値制御装置）などを活用して、能率向上をはかり、常に柔軟迅速に業務を

遂行すること。さらに、研究室工作室においては専従指導員が常駐し、研究者自らにモノ作りを指導し若手研究

者に創造の喜びをあたえることである。 

  主な業務は次の通りである。 

１） 研究機器の設計と製作および特殊機器の開発 

２） 研究試料の作成に関わる特殊技術の開発 

３） 研究者等に対する設計技術、研究機器開発に関する技術協力および助言 

４） 研究者等に対する工作技術に関する技術指導 

５） 大型プロジェクト研究の支援 

３.  教育活動状況 

   本コアでは、研究者および大学院学生などに対し、次のような技術教育を行っている。 

１）  技術相談 

           研究機器の設計、機械工作の方法および研究計画に対する技術協力、その他、本コア利用者の便

を図るため常時技術相談に応じている。 

２）  工作技術講習会 

         既設研究機器類の簡単な部品の工作や修理および試料作成等を自分で行う人のために、工作技術

講習会を実施している。この講習会は１９７３年以降の定例行事であり本所教授会の承認を得たも

ので、毎年６月末から７月初めに次の要領によって実施しており、受講者には修了証書を発行して

いる。 

① 講習目的：初歩的な工作技術修得を目的として研究室工作室利用の便を図る。 

② 講習科目：機械製図、機械工作〔旋盤、形削盤、フライス盤、ボール盤(仕上）〕、ＴＩＧ溶接 

③ 講習対象者：本所の大学院学生および研究者 

④ 指  導  員：本コア職員 

 

 

 

 

 

 



４. 依頼および利用実績 

  本コアの依頼実績を表１に示す。 

（２００３年度） ２００４年度  

職    員 院生・研究生 合    計 職    員 院生・研究生 合    計 

工作伝票数 ３２８ ３２８ ６５６ ３４４ ２８０ ６２４

工作時間数 ６,６８２ ５,６１２ １２,２９４ ７,０７２ ３,２３２ １０,３０４

表 １  工作伝票数および工作時間数 

 次に研究者や大学院学生等が自ら利用している研究室工作室の利用実績を表２に示す。 

 

（２００３年度） ２００４年度 
 

利 用 人 数 利 用 時 間 利 用 人 数 利 用 時 間 

旋   盤   ３８４  ５６９   ３３８  ５５８ 

形 削 盤      ７６  １９７      ６４  １６２ 

フライス盤   ３６８  １,１００   ３２８  ８５４ 

高速切断機   １５１  ３６８   ２９０  ５９８ 

ボ ー ル盤   １６４  １４９   １６３  １４９ 

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｿｰ     ２１    １６     ２５    １８ 

そ の 他   １７１   １９５   ２０３   ２８７ 

合   計 １,３３５ ２,５９４ １,４６１ ２,６２５ 

表 ２  研究室工作室の利用人数および利用時間 

 

５.  成果 

  本コアの活動の成果を以下の表に示す。 

 

 論文数 口頭発表数 謝辞数 表彰数 資格取得数 

(２００３年度) ０ ４ ０ ２ ５ 

２００４年度 ３ １４ ６ ３ １１ 

 

６. 広報啓蒙活動 

 本コアでは2004年10月に開催された本所一般公開において、ＮＣ工作機械（旋盤、フライス盤、放電加工機）

の性能・特徴・加工例をポスター掲示し、デモンストレーションを行った。 

また、一般公開における本コアへの来場者数は前回の約2.3倍の1,447名となり、本所来場記念品の金研オリ

ジナルデザイン・プレートの作製個数は1,200枚、本コア来場記念品の金研オリジナルこけしを1,500本作製し、

来場者に配布し大変好評を得た。 

 



７.  構成人員 

  本コアは技術部の機器開発班、材料開発班、放射線制御班、試料班および企画情報班の技術一般職員で構成さ

れている。表３にその構成人員を示す。 

２００４年度 平均年令 

１６名（兼務者１名を含む） ４８.２歳 

表 ３   構成人員と平均年齢 

  次に２００４年度の年令分布を表４に示す。 

年令 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41

人

数 
１ １ １ ４ ‐ ３ ‐ ‐ ‐ １ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20

‐ １ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ １ ‐ ‐ １ ‐ ‐ １ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ １ ‐

表 ４   ２００４年度の年令分布 

８. 既設機器の現状 

◎ 機器の総台数（２００５年３月現在）： ８６台 

・ 内  訳 

○ 正常に稼動している機器 ： ５７台 

○ 性能劣化により更新希望 ： ２９台 

◎ 購入年度による区分 

内    訳（台  数）
購  入  年  度 台  数

正常稼動 更新希望

１９４５～１９５４ ４  ４ 

１９５５～１９６４ ４ １ ３ 

１９６５～１９７４ ２０ ４ １６ 

１９７５～１９８４ ２１ １５ ６ 

１９８５～１９９４ １９ １９  

１９９５～２００４ １８ １８  

合           計 ８６ ５７ ２９ 
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